
表　　色　　系　　の　革　較

　　　　花弁色に関する研究

樋　　浦 巌

　　　　　　　　　　　Iwao　HIURA

A　Compar1son　of　d。雌erent　Types　of　Co1or　Syste蛆

　　Stu－d．ies　on　the　Co1or　ApPearance　of　Peta1

　　　　　　　　　緒　　　　言

　花弁の色彩は，物理量としては物体色であり，また心

理量としては，色知覚（co1or　per㏄pti㎝）として定義
　　　　　　　　　　（2）
づけられるものである。このような色を測定表示するに

際して，当面する問題として表色系に関するものがあ

る。この問題は，花弁色の識別，あるいは，花弁色比較

の際の色差検討に当って重要である。

　今回の報告は，花弁色の普遍的な表色方法を確立する

ことを目ざし，まず，三種類の代表的表色系の比較検討

を，チューリップ花弁色を材料として，行なったもので

ある。

　　　　　　　実験材料およぴ方法

　表色系としては，（1）最も代表的なC　I　E表色系につい

ては、XY　Z表色系，（2）混色系に属し，色感覚の識別域に

基いて検討されたU　C　S表色系については，ScOFIELD・

JUDD・HUNTERの考案したαβ表色系，（3）顕色系に属

し，色知覚の識別域に基いた心理的空間を形成するUL

CS表色系については，肋NTERの考案したaLbL表
色系を用㌧・た。

　これらの表色系間の関係をXY　Z表色系の三刺激値お

よび色度係数で示すと，
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　チューリップ57品種の花弁色について，測色して得た

結果を，x　y色度図により示したものが第1図である。

また用いた色名を第1表に示す。
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　なお，三刺激値XY　Zは，チューリップ57品種の外弁

の表側の色について，分光測色方法を適用して求めた。

　　　　　　　結　　　　果

1．XY　Z表色系による表色
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Fig．1．ApPearance　of　tu1ip　Peta1co1or　on　the

　　　XYZ　co1or　system（57var1et1es）

　標準光源Cの値に近い，いわゆる111ummant部位

（図中檜円形部分）に属する色が多く見いだされる。こ

れは他と区別するために，記号として（）を用い，

（）内にそれらの色の属する主波長に基いて決定した

色名を入れ表示した。その結果，つぎのように分類され

た。

　黄系：Y・（Y）・9Y・（9Y）・（YG）

　檀系：（y0）・（O）・OPK・（OPK）・r0・（r0）

　赤系1R・（R）・PKい（PKl）・PK2・（PK2）

　赤紫系：PR・（PR）’（RP）’PRK’（「P）

　2．αβ色度図による表色

　計算により求めたα・β値を用い，さきの分類色を表
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Tab1e／　Co1or　name　a工1d　its　wa∀e1e工1gth

　　　　　　　　　　　　　　　（nm）

symbo1　　co1or　na㎜e　　d．o㎜inant　wave1ength．
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yO
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gY

YG
rP

RP

pR

Red．

red．d．1sh　Orange

Or鋤9e

ye11owish　Orange

Ye11ow

green1sh　Yel1ow

Ye11ow　Green

redd．1sh　Purp1e

Red－Purp1e

purp11sh　Red。
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示したものが第2図である。

　x　y色度図で得た分類色群間の関係が，かなり忠実に

表示されている．また11u1mmant部位における色差関係

は，αβ色度図において拡大される傾向が認められる。
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Fig．3　Hunter’s　aL－bL　d一エag1am　of　tu11p　peta1
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Fig．2　　Scof1e1d。・Jud，d・Hunterls　RUCS　dユagram　of　tu11p

　　　peta1co1or

　3．aLbL色度図による表色

　前項と同様に，計算により求めたaL・bL値を用い，

第／図の関係を図示したものが第3図である。

　黄色群と赤色群に，分類上の混乱が認められるが，

111u皿1nant部位に属する色の色差関係については，前

者と同様の傾向がある。

　　　　　　　　考　　　　察

　1．花弁色の簡単な分類のための表色

　晶種の特性・形質の表示のように，高い精度を要求せ

ず，またそのことが，実用的には望ましいような場合の

表色に際しては，色差を問題にすることは少ないので，

十Cく

C　I　E表色系による表示は，かなり有効で

ある．ただ明度の高い色の多い場合とか，

分類色群間の境界部に色が集中する場合

（例：R・PR・PKの関係）については，

特別にその部分について，詳細な分類色群

を設定する必要が考えられ，具体例につい

ての研究がまたれる，

　2．色差を問題にする場合の表色

　C　I　E表色系の欠点である，色度図の二

点間の差とその色に関する肉瞑差との間の
　　　　　　　（1）
非平行関係の存立の除去のため考案された

U　C　S・UL　C　S表色系は，その数は多い

が，まだ完全なものはない。今回の実験に

用いた表色系に関しては，チューリップで

はaLbL色度図よりも，αβ色度図のほうが，CIE表

色系との関連性が高いという結果を得た。このことは最

近aLbL値測定用器機による測定が多くなってきている

事実と考え合わせると，今後の検討が痛感される．ま

た，C　I　E表色系で111um1nant部位に属している色の色

差関係が，αβ色皮図・aLbL色度図において，拡大され

る傾向が認められることは，このような色の分類表示に

当って別個の取り扱いを必要とすることが考えられる．

　　　　　　　　　摘　　　　要

　XY　Z・αβ・aLbLの三表色系について，チューリッ

プ57晶種の花弁色を用いた比較検討を行ない事つぎのよ
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うな結果を得た。

　1．XY　Z表色系により花弁色の分類を試案した。

　2．XY　Z表色系による分類色群は，αβ表色系にお

いて，その関係が平行的に表示されるが，aLbL表色系に

おいては，黄および赤色群に混乱が認められる。

　3　αβおよびaLbL表色系は，XYZ表色系の111um・

第14号A農学（1％5）

1nant部位に属する色の色差関係を拡大する。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S孤醐㎜雛y

　Th1s　stud－y　was⑰ad．e　to　d．eterm1ne　wh1ch　co1or　system　（chro血at1c1ty　sca1e）of　the　three

typ1ca11s　best　to　express　the　peta1co1or　of　tuHp　　F肚y　seYen　var1et1es　of　tu11p　were

exa1m1ned．by　each　system。．An　ana1ys1s　of　the　co皿par1sons　shows　that．

（1）　The　peta1co1or　can　be　c1ass1f1ed．on　the　XYZ　system。

（2）The　groupmg　of　co1or　on　theαβsyste㎜1s　para11e1to　that　of　the　XYZ　system　but　not

　to　tlhat　of　the　aLbL　syste㎜，so㎜e　d．1sord－ers　be1ng　seen1n　the　ye11ow　and．red．9roups

（3）　Theαβsystelm　and．the　aLbL　syste：m血agn1fy　the　co1or　d1fference1n　the　111ummant　part

　on　the　xyz　syste皿ユ．


